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以前に､著者が御報告 した(,1),(2)paul稽 麓率や計算勘 その後､計算の間違























































となって､electron-phononの影響はなしっ ｡ また(6)を使 うとelectron-
phoncn相互作用があってもAICに対 して求めたTHatabLQ(4)の式は不変であるo
最後に､間違いを指摘 して下さった中嶋先生､阿部先生､･渡部氏に探 (感謝
します｡ ＼
文 献
-83-
川 村 清
(1)川村清 物性研究 vol･4,311(1965)
(2川亨村清 ,･ vol･4,464(1965)
(3)L･乱 PrangeandLIP･Kadanoff:Phys･Rev･i姐 A566_(1964)
(4)M･Waもabe:デrog, Theor･Phys･之旦519_(1963)
-84-
